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  あけましておめでとうございます。 
 昨年度末から、クリスマス寒波に年越し寒波と寒い日が続いていますが、い

かがお過ごしでしょうか？また、冬休み中も、ノロウィルスへの集団感染のニ

ュースが連日のように流れ、子どもたちは元気に過ごせているかな？休み明け

は大丈夫かな？等々気になっていましたが、いよいよ新しい年がスタートしました。 

 今年はどんな一年になるのでしょうか？ 

 「1 年の計は元旦にあり」ということで、今年私は、“自分の実践を丁寧に組み立てて、しっか

りと振り返りながら、来年度に向けて頑張る”ということを目標に掲げてみました。ついつい、

忙しいから…と後回しにしてきたことにも前向きに取り組んでいきたいなと思っています。 

 今年度も残りわずかになりましたが、よろしく願いします。 

 

☆参加報告   

＊ 全国養護教諭研究大会 ≪８月９・１０日 山形市≫ 

記念講演では、『生きる力の中心にあるもの～つながりの中で育む「いのち」輝く子ども～』と

いう演題で、宮城県子ども総合センター所長の本間博彰氏からお話をお聞きしました。講演の中

で、「心の外傷に取り組み、生きる力の回復のためには身近な大人のかかわりが重要であり、子ど

も時代の悲惨な体験を適切にケアしておかないと、人格形成に大きな影響が出る」と言われ、生

きる力＝生き延びる力（レジデンス）を高めることが重要であり、それを育むためには、愛着行

動を理解し、つながりを大切にすること、チーム支援で耐えている人に寄り添うことの重要性を

話されました。先進国日本で、援助の必要な被災者、特に子どもたちが未だに放置された状態に

ある、今が大事と言うお話に胸が痛くなりました。 

＊ 中国地区学校保健研究大会 ≪８月２３日 岡山市≫ 

この大会は、今年度から１日開催になりました。そのため、職域部会（養護部会）の時間も若

干短くなり、運営については、今後、中国地区養護教諭会連絡協議会等で検討していくことにな

っています。講演では、「教育と医療の連携を進めるために」という演題で、松山赤十字病院 副

院長の小谷 信行氏からお話をお聞きしました。 

職域部会では、「つなぎ はぐくむ」～今、養護教諭が担うべき中核的役割とは～というテーマ

でシンポジウムが行われ、田嶋八千代先生をコーディネータにお迎し、3 名のシンポジストの先

生から大変貴重な発表を聞くことができた有意義な会でした。 

＊ 全国学校保健研究大会 ≪１１月８・９日 熊本市≫ 

 記念講演では、「睡眠と生活リズム指導の落とし穴」～個人差に基づく教育の重要性について～

という演題で、熊本大学発生医学研究所 准教授 粂 和彦先生からお話をお聞きしました。生

徒を指導する際、個人差にどう配慮して指導すればいいのかなど大変興味深い内容でした。講演

の資料は先生のＨＰに掲載されていますので、是非一度アクセスしてみてください。 

 http://k-net.org/  その中に、「朝起きることが辛いことや、授業中眠いことに悩んでいる君

へ」というサイトもあり、とても参考になると思います。 

http://k-net.org/


【実践発表】テーマ「保健室経営」 

＊発表者  

「つながりを意識した保健室経営を目指して」   宇部市立川上小学校   縄田 君代 

 「保健室の機能(役割)と養護教諭の職務(役割)を考慮した保健室経営」 

                                                萩市立大井中学校   上原 好恵  

「視覚支援ツールを使った取組について」   山口県立山口総合支援学校   桑原 詔子 

* 指導助言者 宇部フロンティア大学人間社会学部児童発達学科 講師 原田優子（元会長） 

【講演】 

 「発達障害の理解と対応～養護教諭の支援とは？～」 

                                講師 長崎短期大学保育学科 教授 川原 ゆかり 

☆活動報告        
 

                                                       

  

 

 

 

 
 

 

              

             参加者 329名 

 

 【実践発表】 

 ＊保健室経営がテーマで、普段自分たちが実践している執務そのものの事例だったので、

とても参考になった。特に、特別支援の子ども達の対応については、発達障害の子ども

を理解し、対応するのにとても参考になった。ぜひ毎年でも支援学校の先生の発表など

あるといいと思う。 

 【講演】 

 ＊発達障害の子どもの特徴について、学校現場で起こるような具体的な例を示していただ

け、非常にわかりやすくかった。また、そのような子どもを早く見つけ(気づき)、早期に

教育(支援)を始めることの重要性がわかった。 

 【全体を通して】 

 ＊養護教諭として子ども達にどんな関わりを持ち、思いをもって接するべきか考えさせら

れる大会だった。毎回楽しみで、いつも元気をもらっている。大変良い時間となった。 

 

下関支部 理事 山本 敏代 

 

５月８日第１回理事会のあと、宗里指導主事、役員の先生方と県大会へ向けての打ち合わせが

ありました。夏休みには事前研修会が行われ、その後理事会、当番支部で役割分担をして、着々

と準備が進んでいきました。 

 １１月に入った途端、この秋一番の寒気がやって来るという天気予報に気をもみながら１１月

２日を迎えました。前日準備のときは寒い北風が吹いていましたが、当日は風はおさまり、やや

気温は低いながらも晴れ間がのぞく天気となり一安心でした。 

 学校安全・体育課の先生方、下関市教育委員会、役員・理事の先生方、当番支部の先生方、参

加された多くの皆様のおかげで無事に県大会は終わりました。 

 県大会の開催のために、早くから入念な準備や細やかな心配りがあることを知りました。そし

て養護教諭のパワーを改めて感じる機会となりました。本当にありがとうございました。

第６０回山口県養護教諭研究協議大会      

 

 

 

参加者の感想 

平成 2４年 11月 2日(金) 

下関市菊川ふれあい会館 



期日：１２月２６日（水） 

場所：山口県総合保健会館(健康づくりセンター)  

内容：｢ヒヤリハッと｣学びの共有・研修委員 

講義・演習 

「実践を協同で研究する」 

講師 山口大学教育学部 教授  

 友定 保博 先生 

 

  山口県養護教諭研修会（第３回）   参加者数 90 人                             

 

 平成２３年度から、調査研究事業として取り組んで

いる「実践研究の進め方・まとめ方」というテーマの

もとに、第３回の研修会では、山口大学教育学部 教

授 友定保博先生を講師にお招きし、「実践を協同で研

究する」～なぜ、必要か？何を、どう進めていくのか？

～というテーマで講義・演習を行いました。 

  

 

 

友定先生の講義からは、「養護教諭の職務に誇りを持ってほしい。」「養護教諭の専門性とは何かとい

うことを自分の実践を通して自分に問いかけ、仲間に語りかける勇気を持ってほしい。」という、私た

ち養護教諭への温かいメッセージを感じました。 

 演習の最後に、「実践をとにかく書いてみよう！」ということで、各自で実践のプロセスを大まかに

区切って項目をたて、項目ごとに事実や出来事を箇条書きにしました。この箇条書きをもとに、グル

ープ内で検討しました。仲間から意見や気づきをもらうなかで、実践の願いやねらいを確認すること

ができました。そして、これに、記録として必要な視点や事柄をさらに加えることで、実践記録とつ

ながっていきます。当日は時間が足りず、実践記録のプロセスを最後までは研修できませんでした。

参加者のみなさまには大変申し訳なく思っています。 

なお、友定先生も、実践記録を書かれた方は、ぜひ実践を送って下さいとのことでした。質問等も

ございましたら、下記アドレスにご連絡ください。 

友定先生アドレス 友定 保博 <tomo-y@yamaguchi-u.ac.jp> 

 

 

 

   

 

山口県学校保健連合会表彰 

  下松市立久保小学校     梯  浩子 先生 

  山口県立小野田工業高等学校 岡山 律子 先生 

 

あとがき 
  私にとってこの 1 年は、まさに試行錯誤の 1 年だった気がします。養護教諭という職の職能団体

として、どうすれば、自分たちの力量を高めていくことができるのか・・・。私自身役員４年目に

入りながら、こんなに突き詰めて考えたことはなかったので、ものすごく頭を揺さぶられた 1 年に

なりました。子どもが大好きで養護教諭になりました。子ども達のためになると信じて、自分なり

にいろんなことにチャレンジしてきました。でも、それが本当に子どもたちのためになっているの

か・・・。振り返ったり、他の人に聞いてみたり、今更ですが十分にできてなかったなと反省しき

りの今日この頃。自分のやってきたことを振り返るって、できていなかったことを白日のもとにさ

らされそうで勇気がいる部分もありますが、人の意見を聞くことで確実に前には進むことができる

と思います。そのために重要なのは、やはりそう言いあえる仲間の存在なのだと実感しています。 

これからも、支部で、仲間で、自分のやっていることをまとめてみる、聞いてもらう、みんなで

「それはこうやったらええんじゃないん」と言いあえて、お互いを高めあうことができる、そんな

私たちでいられるように、意識を持ち続けられたらいいなと思っています。     ｂｙ ○福  

  おめでとうございます♪ 

研修を終えて 


